
のように . ;I~h紛のそう入部および先輪部は板台わくと向様に切 うに強くないから， 恥h箱も り鐙には特別に考l砥を裂し， 台わく

り 聞かれているほか， 重量軽減と内部の検査に便ずるため， 不 を持上げる場合などには作業上と くに注なしなければならない。

袈箇所を切り 抜いてある。軸箱そう入部は台わく自身が厚いか (2) 倹方向のたわみ性が乏しし、から， 曲線通過の際に抵抗が

ら ， 軌箱もりの必嬰はないが， 車両箱もりくさび (照号 62) の反 多い。

対側には軸箱もりくつ (!~号 61) を取付けている。前後両端に 板台わくの得失は縁台わくのそれと全く反対であ 1). その幸1)

は端ぼりがI民十! けられるが，近米の大形機関11ïはポイラ台が前 密制失を総合すると縁台わくの方がよいから ， わが国では最近

端まで延びて 1 つの鋳鋼製の鋳物とするようになった。これ の緩関車にすべて縁台わくを係用している。膨脹受の部分では

を前台わく ()照号 16) または前台わく鋳物という。そのすぐ後 ポイラが有火と無火の栂合の温度変化によ り ，台わく に対して

には!Mt固な加減リ ンクおよび逆転軸受取付鋳物 (照号 21) . 台わ 10-16mm ぐらいも伸縮する。ポイ ラ は煙室下部において， こ

く 中間鋳物 (J!官号 1 8 . 19. 20) が左右の主台わくを結んで取付 れをポイ ラ台に固まきしているので，火室付近では固定せずに前

けられ， 横般の役目 を来している。大形俄関車では広火室とし， 後方向にすべりうるようにし，上下と左右方向には移動しない

火室下部に従紛を設けるのが営通であるが， このような験関車 占うになってい る。その構造には大別するとつぎの 2 方法があ

では従輪の横励と灰箱の設計や操作に使ずるよう，台わくのこ る。

の部分を左右に張り出してある。この部分は厚さ 45mmぐらい

の別の台わくとし， これを主台わくに リ ベットまたは打込ボル

トによって結合している。この帯主き.たした合わくを後台わく絞

(限号 2) という。ポイ ラ 胴ささえは俸合わくでは通常鈴銅製

で前後膨脹受と共に償控を兼ねている。大形l後関車では後膨j民

受は後端ばり (!照号 9) まで延ひ.た後台わく鋳物(照号 17) となっ

て， 後台わく板の補強iを兼ね， 強固に取付けられている。

iîîJ端ばりには~付傘自動連結l*(!照号 30) を主体とする前引

政装置が取付けられ， 後端ばりにはタ '/17 線開車では後引張裟

目白が，テンダ機関車には炭水車を結合する*中間引張裟i世 (!t日

号 32. 57) が取付けられている。

鯵台わくの利点としては，

(1) 比較的きれつ発生が少なく ，またポイラ台 ・ シリ γ ダl反

付 部分のゆるみが少ない。

(2) 抱ばねの中心と台わくの中心とを一致させることができ

るから，ばね装{立は簡単となり ， 上ばね式に適し， 上lまね式と

すれば，平抜きも容易となる。また台わくに偏荷重がかからな

し 、。

(3) 組立が簡単であり，軸箱もりの必要もなく，執箱の制盤

や抜き取りに使利であり ， 給油 ・ 検査にも便利である。

(4) 広火室にするには俸台わくが有利である。

総台わくの不利な点としては，

( 1) 俸台わ く は横方向には強いが， 縦方向には板合わくのよ

2 縁台わく

川板 式一般に底わく下部前後を鋼板にて台わく上に

ささえたもので， この鋼板のたわみ性を利用して， ポイラのや1 1

絡を許すもの。この式は板台わくにはよ く 採用されている。

(2) すべり式 一般に底わく下回前後の足はすべり金を介し

て台わく上にのり ， このすべり金の聞ですべって ， ポイ ラ の {III

絡に応じるものである。狭火室殴l均車では外火室仰l板にアング

ル状の金具をリベッ ト付とし， これを台わくの上にのせ，合わ

く上を前後方向にすべらせる。広火室俊関111では底わく四すみ

下簡を下方に延して足とし， これに青銅製のくつをはかせ，台

わく上にI夜付けた膨版受の鋳物上にのせ， このくっと膨脹受の

すべり座の商で前後にすべらせ，上下および横方向には繕れ止

が設けてある。この式は飯台わくにも様台わくにも広く録用さ

れている。最近の大形綴関車ではこの繊揺れ止めに摩耗によ っ

てすき間ができた場合には， ポイラ横揺れ止め く さび (図ー2 ，照

号 35) によって加減できるようになっている。

ポイラ台はポイラ の煙室部分を合わく上に固定する台てら鋼

板と山形鋼とで形成した箱状のもの， 上部煙室取付部のみ鋳物

製とし，下部合わく取付部を鋼叡と 山形鋼とで形成したもの，

あるいは全体を鋳鉄または鋳銅製の一体鋳物と したもの，また

はシリ γ ダと一体鋳物とした左右二部分からなり ，両者をボル

トで結合したものなど極々あるが， 近時はー{本鋳銅製である。

最近の大形綴関111ではポイラ台l阿部をシ リ γ ダの排気膨脹室と

し . 排気を一度この室で膨脹させたのち吐出し管に導く構造と

( C 52 台わく組立)

一一一 1019一一一




